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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期

24年3月期第3四半期

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 百万円 （　―　％） 24年3月期第3四半期 百万円 （　―　％）

円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期

24年3月期第3四半期

ません。

(2) 連結財政状態

百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期

24年3月期

（参考） 自己資本  25年3月期第3四半期 百万円 24年3月期 百万円

2.  配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期

25年3月期

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ： 無

3.  平成25年3月期の連結業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ： 無

（注）２．当社は、単独株式移転により平成23年10月３日に設立されたため、前期平成24年３月期は平成23年10月

３日から平成24年３月31日までの約６カ月間の変則決算であります。このため、対前期増減率は記載して

おりません。
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※  注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更   ： 無

③ 会計上の見積りの変更   ： 有

④ 修正再表示   ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。

詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 株 24年3月期 株

② 期末自己株式数 25年3月期3Q 株 24年3月期 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 株 24年3月期3Q 株

（注）当社は、単独株式移転により平成23年10月３日に設立されたため、前期平成24年３月期は平成23年10月

３日から平成24年３月31日までの約６カ月間の変則決算であります。このため、前年同四半期比較は記載
しておりません。

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

―

1,221,623

21,873,02421,873,024

20,735,735

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）
　四半期決算補足説明資料は、本日より当社ホームページに掲載する予定です。

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

1,034,403
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当社は、平成23年10月３日に㈱栄光の単独株式移転により設立されたため、前連結会計年度（平成23年10月３日

から平成24年３月31日まで）はおよそ６カ月間の変則決算となりました。 

このため、当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）と比較対象となる期間の

開示情報がないことから、対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災からの復興需要等を背景に持ち直しの動きも

見られましたが、海外経済の不安要因に加えて、雇用や個人消費の伸び悩みもあって、先行きやや不透明な状況で

推移しました。他方、円安や日経平均株価の上昇が進むなど、景気回復への期待は増しております。 

当教育サービス業界におきましては、少子化による学齢人口の減少もあって、厳しい経営環境が続いておりま

す。一方で、質の高い学習指導への期待、学習内容の増加に主眼を置く新学習指導要領の実施、今般の文教政策を

めぐる議論の活発化等も受けて、教育全般及び当業界への社会の関心は高まりを見せております。 

こうした状況のもとで、当社グループは、事業の方向性を教育サービス分野に特化し経営資源を集中することに

より、学習塾を中心とする「既存市場の深耕」と、これらとのシナジー効果が期待できる語学教育等の「新市場の

開拓」を推進してまいりました。さらに、かかる施策の実施を加速し、より魅力的なサービスを開発・提供するこ

とを目的に、㈱増進会出版社（Ｚ会グループ）をはじめとする業務提携先との協働にも注力してまいりました。こ

のうち、㈱増進会出版社とは、従前の提携による成果に鑑み、平成24年11月に新たな資本業務提携契約を締結し、

一層の関係強化を図りました。 

当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高は30,853百万円、営業利益は3,052百万円、経常利

益は2,982百万円、四半期純利益は1,645百万円となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

〔教育事業〕  

㈱栄光が担う教育事業の学習塾部門（学習塾「栄光ゼミナール」等）におきましては、中核である「栄光ゼミ

ナール」に加えて、個別指導専門塾「ビザビ」や、平成23年秋から展開を開始した、地元の公立高校進学に向け

た指導を行う「栄光ゼミナール リテラ」の開設も進めました。当第３四半期連結累計期間には、24校を開設す

る一方で、運営面の効率性等を考慮し２校を統廃合したことにより、教室数は合計で421校、期中平均生徒数は

71,246名となりました。また、毎年夏に日本屈指のスケールで開催している学力向上イベント「栄光の森」で

は、３年連続して参加者が10,000名を超えました。 

㈱シェーンコーポレーションが担う語学教育部門（語学教室「シェーン英会話」等）におきましては、平成22

年の子会社化以降の教室展開・運営の見直しによる効率性の改善が進んでおります。当部門の教室数は、当第３

四半期連結累計期間に２校を開設する一方で４校を統廃合したことにより175校（フランチャイズ教室41校を含

む）、期中平均生徒数は19,418名となりました。 

当第３四半期連結累計期間の教育事業の業績は、売上高は25,507百万円、セグメント利益は4,278百万円とな

りました。  

  

〔教育ソリューション事業〕 

教育ソリューション事業（学校、学習塾等の教育機関に対する総合支援事業）の中核である㈱エデュケーショ

ナルネットワークにおきましては、学習塾用教材・テストの販売を行う教育コンテンツ部門、私学の生徒募集活

動を支援する募集広告部門「スクールネットワーク」、教職員の派遣・紹介部門「イー・スタッフ」等の部門が

連携を深めることにより、ソリューションの強化を推進しております。また、㈱ネリーズが担う語学教材等の販

売を行う語学教材部門も、グループ各社と連携して収益性の向上等に努めております。 

当第３四半期連結累計期間には、平成24年度からの中学校における新学習指導要領の実施に伴い、中学生対象

の教材改訂のコストがかかりましたが、その販売については概ね好調に推移しました。 

当第３四半期連結累計期間の教育ソリューション事業の業績は、売上高は4,379百万円、セグメント利益は89

百万円となりました。 

  

〔その他の事業〕 

その他の事業におきましては、㈱エデュプレスが担う印刷部門等が、教育事業及び教育ソリューション事業と

連携して事業展開を図っております。 

当第３四半期連結累計期間のその他の事業の業績は、売上高は967百万円、セグメント利益は71百万円となり

ました。 

    

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態については、資産の額は前連結会計年度末に比べ1,402百万円減少し、

25,476百万円（前期末比5.2％減）となりました。これは主に、季節的要因による売上債権の回収等により減少し

たものであります。 

負債の額は、前連結会計年度末に比べ2,687百万円減少し、11,798百万円（同18.6％減）となりました。これは

主に、借入金の返済及び仕入債務の支払い等により減少したものであります。 

純資産の額は、前連結会計年度末に比べ1,285百万円増加し、13,678百万円（同10.4％増）となりました。これ

は主に、四半期純利益の発生等により増加したものであります。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおりに推移しており、前回発表（平成24年５月15日付）の

業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、さまざまな不確

定要素や今後の内外情勢の変化等により、実際の業績とは異なる場合があります。   

   

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,035,649 2,559,302

受取手形及び売掛金 2,834,168 1,367,707

有価証券 8,065 82,902

商品及び製品 1,505,363 1,240,792

仕掛品 133,181 208,392

原材料及び貯蔵品 75,438 98,775

その他 1,647,474 2,133,078

貸倒引当金 △19,823 △19,518

流動資産合計 9,219,517 7,671,433

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,163,970 4,167,168

土地 3,388,031 3,361,690

その他（純額） 387,700 442,439

有形固定資産合計 7,939,703 7,971,299

無形固定資産   

のれん 1,193,255 1,071,328

その他 1,052,658 1,213,008

無形固定資産合計 2,245,914 2,284,337

投資その他の資産   

敷金及び保証金 3,201,899 3,138,808

投資不動産（純額） 2,495,691 2,402,292

その他（純額） 2,222,410 2,417,272

貸倒引当金 △446,794 △409,280

投資その他の資産合計 7,473,206 7,549,093

固定資産合計 17,658,824 17,804,730

資産合計 26,878,341 25,476,163
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,446,997 667,797

短期借入金 2,958,501 2,913,839

1年内償還予定の社債 100,000 50,000

未払法人税等 1,225,501 687,511

返品調整引当金 11,372 6,728

賞与引当金 19,157 10,618

その他 4,933,683 4,868,634

流動負債合計 10,695,213 9,205,129

固定負債   

長期借入金 1,894,020 614,155

退職給付引当金 1,749,900 1,860,702

その他 146,751 118,039

固定負債合計 3,790,672 2,592,897

負債合計 14,485,885 11,798,026

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,265,711 2,265,711

資本剰余金 3,098,659 3,120,619

利益剰余金 6,717,541 7,865,674

自己株式 △505,875 △428,359

株主資本合計 11,576,036 12,823,645

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 67,498 131,187

その他の包括利益累計額合計 67,498 131,187

少数株主持分 748,920 723,304

純資産合計 12,392,455 13,678,136

負債純資産合計 26,878,341 25,476,163
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 30,853,521

売上原価 20,655,192

売上総利益 10,198,329

販売費及び一般管理費 7,146,082

営業利益 3,052,246

営業外収益  

受取利息 3,403

受取配当金 18,113

受取賃貸料 263,880

その他 62,772

営業外収益合計 348,170

営業外費用  

支払利息 33,732

賃貸費用 381,544

その他 2,651

営業外費用合計 417,929

経常利益 2,982,487

特別利益  

固定資産売却益 5,685

特別利益合計 5,685

特別損失  

減損損失 160,289

その他 9,568

特別損失合計 169,858

税金等調整前四半期純利益 2,818,315

法人税、住民税及び事業税 1,221,158

法人税等調整額 △55,863

法人税等合計 1,165,295

少数株主損益調整前四半期純利益 1,653,019

少数株主利益 7,849

四半期純利益 1,645,170
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,653,019

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 65,165

その他の包括利益合計 65,165

四半期包括利益 1,718,184

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,708,858

少数株主に係る四半期包括利益 9,326
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

   

（セグメント情報）  

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
教育事業

教育ソリュー
ション事業 

計

売上高           

外部顧客への売上高  25,507,143  4,379,134  29,886,278  967,243  30,853,521

セグメント間の内部売上高 
又は振替高  25,356  1,312,852  1,338,209  1,614,876  2,953,086

計  25,532,499  5,691,987  31,224,487  2,582,119  33,806,607

セグメント利益   4,278,869  89,915  4,368,784  71,864  4,440,649

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  4,368,784

「その他」の区分の利益  71,864

セグメント間取引消去  35,755

全社費用（注）  △1,424,158

四半期連結損益計算書の営業利益  3,052,246
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